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論文内容の要旨

【目的】
Clostridioides difficile 感染症（CDI) を検査する際、毒素検出感度向上を目的として、培養コロニーか
らの toxigenic culture が推奨されている。しかし、 toxigenic cul 旬re とCDI の治療などの臨床判断との
関連について評価した研究はない。

【方法】
奈良県立医科大学附属病院では， 2013 年 11 月からイムノクロマト法による Clostridioides difficile の
抗原（A ）と毒素 AIB(T ）の検査を実施している。さらに、 2018 年 4 月からは毒素培養（C）を採用してる。
そこで、 CD の検査を受けた患者を、 2014 年 4 月から 2018 年 3 月までの前期間と、 2018 年 4 月から
2021 年 3 月までの後期間の 2 つのグループに分けて、患者データを後ろ向きに検討した。

【結果】
前期間では 1262 例、後期間では 1023 例を対象とした。 A+T ＋症例は、前後期でそれぞれ 64 例（5.1

%）、 28 例（2.7% ）と、有意な減少が確認できた（P=0.005 ）。後期に毒素培養を行った A+T －症例 104

例のうち、 54 例（51.9% ）が A+T-C ＋であった。 A+T-C ＋症例の抗菌薬投与率（68.5% ）は、 A+T ＋患者
の抗菌薬投与率（前後期でそれぞれ 90.6% と82.1% 、P=0.014 とP=0.417 ）よりも低く、 A+T ・患者の
抗菌薬投与率（前後期でそれぞれ 64.2% と64.l %）や A+T-C －患者の抗菌薬投与率（64% ）とは有意
差がなかった。

【考察】
本研究では、毒素培養は必ず、しも抗生物質の投与比率や投与期間に影響しないことが示された。毒
素培養の報告と解釈を改善するために、 diagnostic stewardship の下での協調的なアプローチが必要
である。


